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。▲足を伸ばせる寝床を確保し、

体への負担を軽減する工夫を
▲足を伸ばせる寝床を確保し、
体への負担を軽減する工夫を

正しい情報の選択と地域での助け合いを正しい情報の選択と地域での助け合いを 災害時はSNSなどでデマが広がりやすくなります。正確な情報の確認と、
日頃からの地域の声かけや助け合いが大切です。
災害時はSNSなどでデマが広がりやすくなります。正確な情報の確認と、
日頃からの地域の声かけや助け合いが大切です。

市公式サイトや防災行政無線、
気象庁などの信頼できる情報源
から正確な状況を把握する。

市公式サイトや防災行政無線、
気象庁などの信頼できる情報源
から正確な状況を把握する。

公的情報の活用公的情報の活用

スマホ用防災アプリスマホ用防災アプリ

iPhone 用iPhone 用 android 用android 用

携帯電話用防災
無線放送メール
携帯電話用防災
無線放送メール

消防防災課にて、280メガヘルツ
防災ラジオの有償配布をしています。
消防防災課にて、280メガヘルツ
防災ラジオの有償配布をしています。
対象：市内に住所を有する世帯主
　１台目：2,000円
　２台目：5,000円

対象：市内に住所を有する世帯主
　１台目：2,000円
　２台目：5,000円

車内に閉じ込められたときの脱出方法車内に閉じ込められたときの脱出方法 近年の豪雨災害では、車が水没し、車内に閉じ込められる危険性がクローズ
アップされました。万が一のときは、以下の方法で脱出を図りましょう。
近年の豪雨災害では、車が水没し、車内に閉じ込められる危険性がクローズ
アップされました。万が一のときは、以下の方法で脱出を図りましょう。

水圧でドアが開かない場合、側面また
は後面の窓ガラスを割って脱出します。
フロントガラスなどの合わせガラスは割
ることができません。

水圧でドアが開かない場合、側面また
は後面の窓ガラスを割って脱出します。
フロントガラスなどの合わせガラスは割
ることができません。

窓ガラスを割る窓ガラスを割る
運転席から手の届く場所に「緊急脱
出用ハンマー」を備え、ハンマーの尖っ
た先端で窓ガラスの隅を強く叩きます。

運転席から手の届く場所に「緊急脱
出用ハンマー」を備え、ハンマーの尖っ
た先端で窓ガラスの隅を強く叩きます。

緊急脱出用ハンマーを使う緊急脱出用ハンマーを使う
車内に水が入り始めたら、ドアが開くうちに脱出しま
しょう。水位が上がるとドアが開かなくなりますが、
車内外の水圧差がなくなると、開く可能性があります。
窓が水面に沈む前も、脱出できるタイミングです。

車内に水が入り始めたら、ドアが開くうちに脱出しま
しょう。水位が上がるとドアが開かなくなりますが、
車内外の水圧差がなくなると、開く可能性があります。
窓が水面に沈む前も、脱出できるタイミングです。

脱出のタイミング脱出のタイミング
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